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　　This paper discusses the Korean book fair “PAJU BOOK SORI” at PAJU Book City 
and the state of the art of book publishing in South Korea. Some exhibitions and events 
at the book fair emphasize the importance of the relationship between children and
books. The discussion suggests the similarity between the act of reading books and 
being read to, and the process of personal and historical literacy developments. Through 
further examinations, some suggestions are made on digital books and the“book　as 
information media”, especially digital typing in Hangul (Korean alphabet) as a bridge 































































　　「知恵の森」（지혜의 숲ジヘエスプ）」とは、 坡州出版都市において、 24 時間開館の図書館を














































　韓国政府は 2010 年から 2014 年までの 5 年間に総額 600 億ウォンの予算を投じ、韓国コンテンツ
振興院と協力し電子書籍政策を支援する「電子出版産業育成案」を策定し、関連法の改正を推進
している。「出版文化産業振興法」は紙の出版が中心となっていたが、電子書籍の増加に対応する





























































































に登録されている。グーテンベルクの 42 行聖書より 70 年ほど早く制作された。「直指」の現物はフラ
ンス国立図書館が所蔵。また海印寺に納められている八万大蔵経の版木は印刷史の観点から重要である。
［3］ ソウル国際図書展　1974 年に開かれた教育展覧会を大韓民国の図書展示会の嚆矢とし、1974 年には国権
回復 50 周年を記念して国際図書展へと規模を拡大した。1991 年より「ソウル図書展」という別称を
使うようになり、1995 年より「ソウル国際図書展」として毎年開催されている。2012 年は参加国 20 カ
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